「子どもを共に育む『親支援』プログラム」プロジェクト会議

第７回学童期思春期部会　摘録(案)
１　日　時：平成２１年９月２４日（木）１３：３０～１５：３０
２　場　所：元生祥小学校１０３教室
３　参加者： （学童期思春期部会）：井越部会長，中川，山縣，大畑，境，池田，砂田，瀬戸，石田，中森，
古田
　　　　　　　（全体統括部会）　：西岡，丸橋，藤本（代理），長谷川（代理），塚原，國場，大田，橋本，

浅野
（順不同・敬称略）
４　次　第：（１）挨拶

　・部会長挨拶
（２）配布資料の説明

（３）討議

　　　　　　　　　・学習プログラム素案について
　　　　　　　　　・学習プログラムの試行実施について

　　　　　　　　　

１　挨拶（部会長）
　　　子どものクラブ活動の応援に行った時に，保護者が子どもたちに様々な声掛けや応援をしている姿を目に
した。親支援プログラムの部会に携わって，保護者へ目を向けるようになってきた。是非ともいいものを作
っていきたいと思っている。
２　配布資料の説明

事務局から，配布資料及び会議の進め方等について説明
　　　　　

３　意見交換

部会長　　　　　前回の部会からこれまでの間，３つのチームに分かれて学習プログラムの検討を行ってきたが，今回は各チームの内容のすり合わせをしながら，全体で議論を進めていきたい。まずは，各チームのリーダーからこれまでの活動内容等を簡単にご報告いただきたい。
　　　　　Ａチーム：会議４回，試行実施１回

　　　Ｂチーム：会議５回，試行実施２回
　　　Ｃチーム：会議４回，試行実施２回

· それぞれのチーム会議において活発な議論が行われたこと，試行実施のように本格実施でも話し合いが深まればいいと感じたこと等を報告。
　　　　　　　

部会長　　　　　各テーマについて，担当の首席社会教育主事から説明をしていただき，それぞれについて検討していきたい。
　　　　　　　　＜各テーマの学習プログラムについての説明＞

委員　　　　　　「身につける」の資料１について，いつ時点のどこが行った調査データなのかが分からない。資料として掲載するのであれば，出典について取り扱いをきちんとする必要がある。資料２については，全国と京都府のデータを比較掲載する必要があるのだろうか。
委員　　　　　　資料３の“どんな朝食がいいのかな”は，もう少し具体例を入れて分かりやすくしたらどうか。
委員　　　　　　“どんな朝食がいいのかな”は保護者にとっては受け入れやすい。自分の今の状態を把握できるし，１段階ずつステップアップしていこうと思えて，負担に感じない。

委員　　　　　　“ばっちり朝ごはん”に味噌汁が入ってないのはおかしいと思う。少し分かりにくい表かもしれないので，イラストを入れる等の工夫が必要だと思う。

委員　　　　　　例えば，和食・洋食で分けてもいいし，取り組もうとした時に使いやすい工夫が必要。

委員　　　　　　朝食と学力の関係についての資料はよく見かける。しかし，朝食を食べない方が頭が働くという意見も聞いたことがある。中途半端に朝食を摂るよりも食べないことに慣れた方がお腹が鳴らなくていいという人もいるようだ。
委員　　　　　　そういう考えの人もいるかもしれないが，お腹が鳴らないようにしっかりと食べさせてあげることが大事。何が大切かを見極めて，示していくことが必要だと思う。
委員　　　　　　親支援プログラムなので，朝食の効果を厳密に言わなくても，親が子どもに朝食を食べさせてあげるように持っていければいいと思う。
委員　　　　　　このテーマは，生活習慣を身につけることがねらいなので，朝食だけにこだわらなくてもいいのでは。他にも早寝など色々な切り口が考えられるので，資料はたくさんあっていいと思う。
委員　　　　　　Ａチームでは，「身につける」の検討にあたって，色々な切り口があるのでたくさんの資料を準備して，参加者の話し合いの様子を見て対応できるようにしたいと考えている。今回は，一つの例として朝食に絞った資料を提示している。
部会長　　　　　資料を見ると，朝食が学力アップの手段という風に問題がすり替わっている気がする。学力だけではなく，体力や集中力との関係も入れた方がいい。

委員　　　　　　生活習慣ということであれば，家庭での役割や片付けなどを身につけることも大事。
朝食の内容については，ガチガチとしたものではなく，保護者がこれなら自分にもできそうと思えるようにすることが大切。
部会長　　　　　朝食を子どもに食べさせるのが前提なのか。親が一緒に食べるという環境が大切だと思う。親支援プログラムだから，親の生活にも目を向ける必要がある。

委員　　　　　　色々な家庭があるとは思うが，きちんとできる環境にあるのにできていない家庭もある。正しい生活習慣を身につけるとどんないい効果があるのか，逆に身につけないとどんなことになるのかを分かりやすく示してはどうか。

事務局　　　　　ワークシートには，子どもと親自身の１日のスケジュールを書いてもらう。そこで，気づきや工夫を考えてもらいたいと思っている。

資料のデータについては，出し方も含めて検討が必要だと考えている。

部会長　　　　　本格実施に向けて，誰でもこのプログラムを実施できることが必要なので，もし自分が支援者として実施するとしたらという視点で見てもらいたい。
委員　　　　　　支援者用テキストについては，支援者１人で進めるのを前提に作成してきた。しかし，参加者が３０～４０人で，４グループを超えるくらいになると１人で全てのグループをチェックするのは無理。場合によっては，グループごとにテーブルコーディネーターが必要だと思う。その場合に備えて，支援者用テキストにどう落とし込んでいくのか検討が必要。

また，９０分で設定しているが，学校からは４５分や６０分での依頼もあると想定される。プログラムとして，ここだけは外せないという所を示した短縮版の作成も必要なのかもしれない。

委員　　　　　　試行実施で３０名程を８つのグループに分けて実施したが，支援者１人では時間の管理で精一杯で，各グループの話し合いをつかみきれなかった。何人以上，何グループ以上の場合にはこういう配慮が必要ということを明記すべき。
委員　　　　　　試行実施では，各グループの発表に対しての意見交換まではできなかった。グループ内でしか話し合いを深められず，少し残念であった。１時間以内で実施するとなると，スタートから変えていく必要があるかもしれない。
委員　　　　　　参加者はこういうプログラムに慣れている人もいれば，全く初めてという人もいて，ペースをつかむのが大変。時間が短いとなおさら。１時間３０分でも厳しいくらい。
また，支援者１人が数十人の参加者を見るのはとても厳しい。参加者が不完全燃焼で帰るようなことだけはしたくない。
部会長　　　　　テーブルコーディネーターを設けるのであれば，それをできる人材の確保も必要。

委員　　　　　　Ｃグループでの会議に参加してきた者であれば，Ｃグループのプログラムについては，十分な議論を通して，ねらいや内容について理解しているので，支援者をやれそうだが，他のグループのものについては支援者用テキストを読んだだけでは無理。支援者用テキストは，もっと各グループで話し合った内容が分かるようなことも盛り込んで，より詳しくした方がいい。
委員　　　　　　誰でも実施できるようにということで支援者用テキストを作成してきた。テキストが詳しすぎると，支援者が参加者に考えを押し付けてしまう不安もある。参加者同士の話し合いを大切にするためには，これくらいが適当かと思う。ただ，確かに支援者用テキストを読んだだけですぐに実施はできないと思う。

委員　　　　　　参加者の話し合いが違う方向にずれた時に，支援者としてどう対応するのか等は入れておかないといけないのでは。

「はばたく」は，グループで検討していた時に比べ，支援者用テキストがカットされすぎている。
　　　　　　　　

委員　　　　　　支援者になる人は，相当な予備知識も必要。現在，試行実施を行っている支援者は，先生なので知識も経験も豊富だからできている面もある。一般の人がするには不安もある。
委員　　　　　　一般の方は，一度自分が参加してみて初めてイメージできるもので，資料だけではつかみきれない。支援者になる人へは手助けした上でやってもらわないと不安だと思う。
委員　　　　　　支援者になるには，まずは実際のプログラムに５回程度参加してもらい，雰囲気をつかんでもらう。もしくは，説明会を開いて，じっくりと理解してもらえるような充実した資料が必要。

事務局　　　　　今年度中にプログラムを策定して，来年度に支援者養成講座を行う予定。そのためにも，今の資料にどんどん必要なものを足していきたいと思う。支援者になる人には，実際の様子を見てもらうことも大事だと考えている。
委員　　　　　　支援者養成が来年度だとしても，たたき台の資料は今年度中に作ってもらいたい。
委員　　　　　　支援者用の指導書のようなものを作成して，もう少し詳しいプログラムの流れやＱ＆Ａも入れてはどうだろうか。それを見たら誰でもできるような工夫が必要。
事務局　　　　　支援者養成については，携帯電話市民インストラクター養成講座のように，まずは生涯学習部の首席社会教育主事等と一緒に現場を体験してみることで実践につなげていければと思う。また，プログラムの受講者の中から支援者になれそうな人を見つけて，誘っていくのも一つ。支援者になるには，参加者としての経験も必要だと思う。
部会長　　　　　部会の皆さんにも，今後，他のグループの試行実施に参加してもらい，経験を広げてもらえればと思う。
事務局　　　　　熱心な議論に感謝する。試行実施については，学校以外にも企業での職場研修や児童館でも実施できればと考えている。また，支援者養成についても皆さんの知恵を借りながら，検討を進めていきたい。
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